


























































































































































②生活満足度尺度Ｋ（Life Satisfaction Index K；
以下，LSIKとする）：LSIKは，9項目で構成
され得点範囲は 0～ 9点である 8）．点数が高い
ほど生活満足度が高いことを表す．



































































項目 区分 人数 （ ％ ） Mean ± SD
年齢 60歳～69歳 114 （ 22.1 ）
70歳～79歳 334 （ 64.6 ）
80歳以上 69 （ 13.3 ）
全体 517 73.5 ±  5.3










世帯構成 独居 47 （ 9.1 ）
夫婦のみ 168 （ 32.5 ）
三世帯 144 （ 27.9 ）
その他 145 （ 28.0 ）
無回答 13 2.5
収入のある仕事 仕事をしている 135 （ 26.1 ）
仕事をしていない 372 （ 72.0 ）
無回答 10 1.9
経済状況 困っている 24 （ 4.6 ）
少し困っている 111 （ 21.5 ）
あまり困っていない 231 （ 44.7 ）
困っていない 150 （ 29.0 ）
無回答 1 0.2
主観的健康感 非常に健康 41 （ 7.9 ）
まあまあ健康 406 （ 78.5 ）








社会活動 まったくしない 8 （ 1.5 ）
ほとんどしない 4 （ 0.8 ）
時々参加 107 （ 20.7 ）









GDS51） （ 5項目　範囲0～5） 503 0.6 ±  1.0
LSIK2） （ 9項目　範囲0～9） 480 4.9 ±  2.3
SOC-13 3） 尺度全体 （13項目　範囲13～91） 477 64.0 ± 10.6
下位尺度 有意味感 （ 4項目　範囲4～28） 477 20.6 ±  3.5
把握可能感 （ 5項目　範囲5～35） 477 24.3 ±  4.8























は .491～ .741，因子間相関は .750であった．固






















































































  2( 0.4)  52(10.1) 123(23.8) 281(54.4)  59(11.4) 3.7±0.8 .661
3 私は，自分が決めた目標を達成するまで，
努力を続けます




  3( 0.6)  42( 8.1)  89(17.2) 284(54.9)  99(19.1) 3.8±0.8 .748
5 私は，いつでも，その時，その時に，一番
大切なひとつの目標に集中します




  9( 1.7)  48( 9.3) 128(24.8) 266(51.5)  66(12.8) 3.6±0.9 .707
7 私は，特定の目標をやり遂げるために，あ
らゆる努力をします












  7( 1.4)  35( 6.8)  81(15.7) 284(54.9) 110(21.3) 3.9±0.9 .714
11 私は，自分にとって何か大切なことが起き
た時には，それに対して精一杯努力します




  4( 0.8)  27( 5.2)  87(16.8) 293(56.7) 106(20.5) 3.9±0.8 .808
13 私は，目標を選ぶ時には，それに向けて
あらゆる努力をする覚悟をします




  5( 1.0)  27( 5.2)  94(18.2) 278(53.8) 113(21.9) 3.9±0.8 .824
15 私は，物事が以前の方法ではうまくいか
ない時には，他の方法を探します
  2( 0.4)  38( 7.4)  59(11.4) 328(63.4)  90(17.4) 3.9±0.8 .715
16 私は，常にもっとも重要な目標に注意を向
けています








  5( 1.0)  28( 5.4) 111(21.5) 276(53.4)  97(18.8) 3.8±0.8 .812
19 私は，自分にとって何が重要であるかを，
よく考えています





































16  .880 -.026 .741
17  .866 -.016 .730
18  .800   .051 .704
15  .758 -.003 .571
19  .647  .165 .606
13  .636  .194 .628
第2因子：物事に対する前向きな行動
3 -.046  .826 .628
4  .085  .733 .638
2  .012  .692 .491
5  .176  .642 .613
因子間相関 Ⅰ Ⅱ
Ⅰ ―   .750
Ⅱ ―
Cronbachのα   .920   .850   .929
因子抽出法: 最尤法 

























物事に対する前向き態度尺度.086 -.284***  .092 * .198*** .082  .119 ** .372 *** .029 .241*** .093*
物事に対する前向きな意欲 .058 -.276***  .091 * .196*** .074  .119 ** .376 *** .018 .242*** .087*
物事に対する前向きな行動 .127** -.242***  .071 .164*** .066  .095 * .316 *** .050 .197*** .083
Spearmanの順位相関係数


































得点範囲 平均値± SD 中央値 平均値± SD
尺度全体 10 10～50 39.0±6.4 40 3.9±0.7 -0.80 1.32
6  6～30 23.4±0.2 24 3.9±0.7 -0.91 1.36










た 5）．また，バルテスの SOC尺度の SOC得点と
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Abstract
This study developed a “positive attitude toward things” scale for measuring the positive attitude of 
independent elderly persons.
A self-administered anonymous questionnaire was sent to 1000 elderly people over the age of 60 years who 
were members of senior citizen clubs in A prefecture, Japan.
Among the 575 responses received (response rate, 57.5%), 517 complete responses were subjected to 
analysis. As a result of exploratory factor analysis, 2 factors and 10 items were constructed, and internal 
consistency was confirmed by Cronbach’s α. Confirmatory factor analysis showed that the scale was valid.
In terms of the criterion-related validity, a weak negative correlation was observed between the scale 
and a depressed mental state. Additionally, positive correlations were observed between the scale and the 
meaningfulness of SOC and social activities.
The results of this study confirm the scale’s internal consistency and construct validity.
 By this scale, it is possible to measure the level of the positive attitude score of healthy elderly people.
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